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（R5.4.19 富山my route推進協議会資料より）

○ R4.10から、トヨタグループが開発したMaaSアプリ（my  route）のサービスエリア
が富山県全域に拡充。

○県内での普及拡大を目指し、県内の関係者が幅広く連携。

＜my route の概要・機能＞

○交通事業者に限らず、幅広い関係者が関与

（第１回サービス連携高度化部会 品川委員提供資料より）

県と富山県トヨタグループとの間で、「新たなモビリティサー
ビスの創出・普及に向けた連携協定」を締結（R4.1.14）



（R5.4.19 富山my route推進協議会資料より）

3

○MaaSアプリ（my route）の利用者アンケート（R5.2）では、アプリの利用によって
外出機会が「増えた」「どちらかというと増えた」と回答した者が全体の３割超。

○県民生活への浸透を進め、移動・交流の創出、地域の活性化につなげられないか。

○富山my routeユーザー向けアンケート調査（R5.2）

○富山my route推進協議会も、日常使いの拡大を目標として設定

（R5.4.19 富山my route推進協議会資料より）
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（R5.4.19 富山my route推進協議会資料より）

4

○利用者からは、 my routeに期待することとして、観光情報等の充実が最も高く、次
いで、観光施設等のクーポン・交通チケットの充実がその次に高い。

県が発信する観光関連情報、イベント等との連携
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○＜県の取組みの例①＞とやま観光ナビ（富山県観光公式サイト）

＝各季節の旬の観光スポット・イベント情報、ライターが自ら体験したオススメの
観光ルート等の最新情報について発信。

○＜県の取組みの例②＞イベントやコンベンションの開催・誘致

（富山コンベンションビューローHPより）（とやまマラソン２０２２HPより）

（とやま観光ナビより）

＝県内外から多くの人が訪れるイベントの開催や行事等を誘致
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（R5.4.19 富山my route推進協議会資料より）
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○ MaaSアプリ（my route）では、定番観光スポット等と連携し、お得なクーポンのつ
いたデジタル乗車券をこれまで各種造成。

定番の観光スポット等以外にも、地域の新たな魅力を発見できる
デジタル乗車券・クーポン等の充実
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○＜参考①＞富山my routeユーザー向けアンケート調査（R5.2）

○＜参考②＞とやま観光ナビ（富山県観光公式サイト）

配信を希望するクーポン
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○他のアプリ等の事例でも、日常的に使いたくなるサービスの充実に向けて様々な取
組みがある。

＜参考＞歩数計アプリとの連携の例 ＜参考＞決済サービスに関する例

歩数だけでなく、公共交通の利用等に応じて
ポイントを取得。貯めたポイントで商品への
応募が可能。（富山市 とほ活アプリ）

デジタル乗車券の購入時に多様な決済サービス
に対応（乗換案内アプリ「ジョルダン」）

新たな機能・サービスの必要性・課題等についての検討
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○ 普段利用する駅等における足りないと思う情報についての質問では、全体の半数
が「不足を感じる」（51.2％）と回答。

○ 不足を感じる情報は、「電車やバスの現在位置や遅延状況などの運行情報」
（21.7％）が最も高い。

＜公共交通に関する世論調査（内閣府）＞
○調査時期：
コロナ前（H28.12.8～12.18）

○調査対象：
全国18歳以上の日本国籍を有する者のうち、無作為に抽出された3,000人を対象に調査
（回収率（63.3％））

＜調査結果の概要＞
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○県内の路面電車や路線バス等の位置情報や遅れ情報をスマホ等で確認できる「とや
まロケーションシステム」により、利用者に対して交通情報を案内。

バス停周辺の画像を
ストリートビューで確認可能
（R3リニューアルより）

＜とやまロケーションシステムによる運行情報の案内の例（スマホによる案内）＞
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○R元.11の運用開始以降も機能を順次拡充。（路面電車の情報の追加、地鉄鉄道線の
情報追加（今年度中予定））

○利用者は増加傾向にある一方で、利用者からは使いやすさ・分かりやすさの観点か
ら改善を求める声もある。

○とやまロケーションシステムに対する利用者からの声（例）

「バス停のＱＲコードで読み取っても、自分でバス停名を入力し、
検索しなければいけない」、「初見ではわかりずらい」等の意見。

○「とやまロケーションシステム」のアクセス数

バス停等に掲示しているQRコード

開始当初より、利用者は増加

ルート検索等の画面に遷移
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（第２回サービス連携高度化部会 太田参考人提供資料より）

○＜参考＞他県のロケーションシステムの事例

＝バス停ごとにQRコードを生成。QRコードを読み取ると、次に到着する予定のバスのリ
アルタイムの遅延情報等にダイレクトにアクセス。

＝QRコードや時刻表を印刷でき、自宅や店舗等に掲示して、いつでも簡単にリアルタイム
の運行情報を確認できるよう工夫。

とやまロケを活用した、よりわかりやすい交通情報の案内
13
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＜富山県立中央病院の例＞

○一部の駅や病院等では、デジタルサイネージを設置し、バスの運行情報を案内。
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＝ 県の支援事業を活用し、南口駅前のバス
ターミナルに設置（R5.８予定）

※高速バスの乗り場を除く計6箇所の乗り
場に設置予定

＜富山駅の例＞

＝ 屋内でバスの到着を待てるように、待合ス
ペースにサイネージを設置。

まちづくりの中心となる駅をはじめとした公共施設等での設置の推進
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15（第２回サービス連携高度化部会 太田参考人提供資料より）

＜参考＞他の地域のデジタルサイネージの事例（熊本市）

利用が想定される複数の交通手段
の情報を一括表示

小規模施設向けの安価なサイネージ
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（第２回サービス連携高度化部会 太田参考人提供資料より）

○シームレスな移動・乗継ぎのためには、定時性の確保（遅延の低減）も有効。

バスの遅延低減に向けたダイヤ改善
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○昨年11月の地域交通戦略会議において、R10年度までに県民一人当たりの地域交通
利用回数を50回まで引き上げることを目標の一つにする方針を決定。

○目標達成のためには、自治体や交通事業者等だけではなく、県民をはじめ県内外の
関係者が幅広くプレイヤーになることが必要。

県民をはじめ県内外の関係者を幅広く巻き込む方策
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○地域交通戦略会議の立上げ以降、地域交通の現状や課題等について、県民に共有・
発信。

通勤・通学での地域交通等の利用を県民
に広く呼び掛けるキャンペーンを開催
（県・とやまノーマイカーウィーク）

県内地域交通の現状、取組事例に関する
講義を実施。１年間の課題研究のテーマ
として公共交通を取り上げ、高校生自ら
利用促進策等を検討。（富山中部高校）
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公共交通利用のメリットについて、健康、環境、事故、お金等の視点で発信（群馬県、福井県）

＜参考＞他の地域の事例（群馬県、福井県）

（群馬県HPより） （福井県HPより）
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（上市町より提供）

ＪＡが、駅ホーム上で朝市を毎月開催し賑
わいを創出（茨城県 ひたちなか海浜鉄道）

駅構内で古本市を実施。期間中は町営バ
スを無料運行、地鉄電車での来場者に割
引券を配布（富山地鉄 上市駅）

（第４回交通ワンチーム部会資料より）

＜参考＞地域の関係者による駅等での賑わい創出の事例
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○各交通機関の運行情報と地図情報等を連携させることで、他の地域交通サービスと
の接続状況や各施設や居住地の実態等を勘案した地域交通サービスの検討が可能に。

〇また、各運行主体が保有するデータ等も可能な限り連携させることができれば、地
域交通施策の効果の検証等に活用できるとともに、県内外の民間事業者等による新
たな事業活動の創出等も期待できる。

オープンデータ
・とやまロケーションシステ
ムの運行状況データ

・道路交通量など

県や市町村の保有するデータ
・人口 ・世帯数など

各運行主体が保有するデータ
・利用状況など

データ連携基盤

交通モード横断的
に可視化・分析

人流動向を踏まえた新たな
事業活動等の創出
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